
平成25年度授業シラバスの詳細内容平成25年度授業シラバスの詳細内容平成25年度授業シラバスの詳細内容平成25年度授業シラバスの詳細内容

授業コード授業コード授業コード授業コード C081351

第第第第 1111 週週週週 ：：：：

第第第第 2222 週週週週 ：：：：

第第第第 3333 週週週週 ：：：：

第第第第 4444 週週週週 ：：：：

第第第第 5555 週週週週 ：：：：

第第第第 6666 週週週週 ：：：：

第第第第 7777 週週週週 ：：：：

第第第第 8888 週週週週 ：：：：

固体絶縁物における絶縁破壊および絶縁耐力は単純ではなく、その絶縁耐力の値も周

囲の条件によってかなり影響を受けます。本講義では、固体の絶縁破壊に影響を与え

る因子について説明します。

複合誘電体の絶縁破壊複合誘電体の絶縁破壊複合誘電体の絶縁破壊複合誘電体の絶縁破壊

液体の絶縁破壊液体の絶縁破壊液体の絶縁破壊液体の絶縁破壊

液体中における放電現象は、物理的構造上気体ほど分子の配列がランダムではなく、

また固体のように規則的でもないため、現在のところ十分に解明されているとは言えま

せん。本講義では、液体中の不純物の影響、電極状態等の放電現象への影響につい

て説明します。

固体の絶縁破壊固体の絶縁破壊固体の絶縁破壊固体の絶縁破壊

平等電界ギャップの破壊を引き起こす放電には、タウンゼントの理論とストリーマ理論に

説明される放電があります。本講義では、それらの理論について説明します。

気体の絶縁破壊３気体の絶縁破壊３気体の絶縁破壊３気体の絶縁破壊３

不平等ギャップでの放電現象は平等ギャップとは異ります。さらに電圧の極性によっても

放電の外観、性質は異なります。本講義では、不平等ギャップにおける放電現象につい

て説明します。また、雷等を模擬したインパルス電圧についても説明します。

気体の絶縁破壊１気体の絶縁破壊１気体の絶縁破壊１気体の絶縁破壊１

気体は熱によってランダムな運動をしながら、相互間あるいは容器の壁に衝突を繰り返

しており、そのエネルギーが十分に大きいと電離現象が起こります。本講義では、励起、

解離、電離等の電離現象の基礎について説明します。

気体の絶縁破壊２気体の絶縁破壊２気体の絶縁破壊２気体の絶縁破壊２

序論序論序論序論

本講義の内容、目標について説明します。講義の進め方、評価の方法を説明します。

静電界の性質静電界の性質静電界の性質静電界の性質

絶縁設計を行うためには、対象とする機器の電極構造と絶縁物における静電界の性質

を調べ、高い電界が集中しないように配慮しなければなりません。本講義では、各種絶

縁物の性質、および導体と絶縁物の各種形状配置における電界分布等に関する静電

界について説明します。

授業の目的授業の目的授業の目的授業の目的

　大電力の送配電には高電圧技術が必須であり、また、近年では環境保全技術としても高電圧

利用に関するものが多くあります。高電圧現象を取り扱うために必要な知識等は、安全に電気

を利用する上で必要になります。本講義では高電圧現象（絶縁破壊、放電など）を理解し、高電

圧の発生・測定・応用などを理解することを目標とします。

授業の概要授業の概要授業の概要授業の概要

・高電圧現象の理解

・高電圧発生法・測定法

・プラズマ基礎

・プラズマ応用

○授業計画○授業計画○授業計画○授業計画

学修内容学修内容学修内容学修内容 学修課題（予習・復習）学修課題（予習・復習）学修課題（予習・復習）学修課題（予習・復習）

教科書教科書教科書教科書 秋山秀典編著：高電圧パルスパワー工学（オーム社）

参考文献及び指定参考文献及び指定参考文献及び指定参考文献及び指定

図書図書図書図書

電気学会：高電圧工学（オーム社）

赤碕正則著：基礎 高電圧工学（昭晃堂）

関連科目関連科目関連科目関連科目 送配電工学，電力応用実験

選択 単位数単位数単位数単位数 2

履修上の注意また履修上の注意また履修上の注意また履修上の注意また

は履修条件は履修条件は履修条件は履修条件

電気回路，電磁気学の知識を必要とします。

受講心得受講心得受講心得受講心得

電気主任技術者免状の取得関連科目です。

科目名（英）科目名（英）科目名（英）科目名（英） 高電圧工学（High Voltage Engineering）

担当教員名担当教員名担当教員名担当教員名 川崎　敏之

配当学年配当学年配当学年配当学年 カリキュラムにより異なります。 開講期開講期開講期開講期 後期

必修・選択区分必修・選択区分必修・選択区分必修・選択区分



第第第第 9999 週週週週 ：：：：

第第第第10101010週週週週：：：：

第第第第11111111週週週週：：：：

第第第第12121212週週週週：：：：

第第第第13131313週週週週：：：：

第第第第14141414週週週週：：：：

第第第第15151515週週週週：：：：

第第第第16161616週週週週：：：：

【思考・判断・創造】【思考・判断・創造】【思考・判断・創造】【思考・判断・創造】

計算式を覚えるのではなく，本質的に理解することによって自ら考えて答えを導き出す力を身につける。

備考備考備考備考 座学中心ですが，演習も取り入れ理解を深めます。学生間での教えあってください。

○単位を修得するために達成すべき到達目標○単位を修得するために達成すべき到達目標○単位を修得するために達成すべき到達目標○単位を修得するために達成すべき到達目標

【関心・意欲・態度】【関心・意欲・態度】【関心・意欲・態度】【関心・意欲・態度】

身近な高電圧現象を理論的に理解しようとする意欲がある。

【知識・理解】【知識・理解】【知識・理解】【知識・理解】

高電圧現象を定性的，定量的に理解できる。

【技能・表現・コミュニ【技能・表現・コミュニ【技能・表現・コミュニ【技能・表現・コミュニ

ケーション】ケーション】ケーション】ケーション】

周囲の仲間と相談しあって問題解決することができる。

講義内容の全てを範囲にした期末試験を行います。持ち込みは全て不可です。

授業の運営方法授業の運営方法授業の運営方法授業の運営方法

（１）授業の形式 「講義形式」

（２）複数担当の場合の方式

（３）アクティブ・ラーニング

総括総括総括総括

総復習を行います。

期末試験期末試験期末試験期末試験

電力系統においては絶縁設計上から過電圧を考慮する必要がある。本講義では、過電

圧の性質、保護装置について説明します。

高電圧応用高電圧応用高電圧応用高電圧応用

高電圧の応用としては、コロナ放電によって生じる電荷、放電の特性、放電の化学作

用、を利用するものに分けられます。本講義では、具体的な応用例について説明しま

す。

高電圧機器高電圧機器高電圧機器高電圧機器

絶縁機器の代表としてがいしが挙げられます。がいしは高電圧の電気機器ならびに工

作物に対する役割は非常に大きい。本講義では、いくつかあるがいしの種類、構造、特

性について説明します。

過電圧とその保護過電圧とその保護過電圧とその保護過電圧とその保護

高電圧測定法の種類はいくつかに分けられます。本講義では、それら測定法の種類に

ついて説明します。また、直流高電圧の測定法についても説明します。

高電圧の測定2高電圧の測定2高電圧の測定2高電圧の測定2

インパルス高電圧の波高値および波形を同時に、かつ正確に測定する方法として分圧

回路とオシロスコープとによる測定法が挙げられる。本講義では、それらの測定法につ

いて説明します。また、大電流、高電圧下における電流の測定についても説明します。

高電圧の発生高電圧の発生高電圧の発生高電圧の発生

交流、直流、インパルスによってその発生法は異なります。また各電圧においてもいくつ

かに分類されます。本講義では、それらの構造や基本回路について説明します。

高電圧の測定1高電圧の測定1高電圧の測定1高電圧の測定1

電気機器においては一種類の誘電体を単独の状態で使用することは少なく、固体と液

体、固体と気体というように組み合わせて使用する場合がほとんどです。本講義では実

用上の見地から、単に固体、液体、気体だけではなく、これらの複合体にける絶縁破壊

現象を説明します。



合計欄 100点

発表・その他発表・その他発表・その他発表・その他

（無形成果）（無形成果）（無形成果）（無形成果）

受講態度が極めて悪い場合のみ減点することがあります。

（「人間力」について）（「人間力」について）（「人間力」について）（「人間力」について）

※以上の観点に、「こころの力」（自己の能力を最大限に発揮するとともに、「自分自身」「他者」「自然」「文化」等との望ましい関係

を築き、人格の向上を目指す能力）と「職業能力」（職業観、読解力、論理的思考、表現能力など、産業界の一員となり地域・社会

に貢献するために必要な能力）を加えた能力が「人間力」です。

○配点の明確でない成績評価方法における評価の実施方法と達成水準の目安○配点の明確でない成績評価方法における評価の実施方法と達成水準の目安○配点の明確でない成績評価方法における評価の実施方法と達成水準の目安○配点の明確でない成績評価方法における評価の実施方法と達成水準の目安

成績評価方法成績評価方法成績評価方法成績評価方法 評価の実施方法と達成水準の目安評価の実施方法と達成水準の目安評価の実施方法と達成水準の目安評価の実施方法と達成水準の目安

レポート・作品等レポート・作品等レポート・作品等レポート・作品等

（提出物）（提出物）（提出物）（提出物）

［Ｓレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標を満たしている。

［Ａレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標をほぼ満たしている。

［Ｂレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標をかなり満たしている。

［Ｃレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標を一部分満たしている。

【技能・表現・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ】【技能・表現・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ】【技能・表現・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ】【技能・表現・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ】

※「専門能力〈知識の活用〉」「チーム

で働く力」「前に踏み出す力」を含

む。

10点10点10点10点

【思考・判断・創造】【思考・判断・創造】【思考・判断・創造】【思考・判断・創造】

※「考え抜く力」を含む。

10点10点10点10点

【関心・意欲・態度】【関心・意欲・態度】【関心・意欲・態度】【関心・意欲・態度】

※「学修に取り組む姿勢・意欲」

を含む。

10点10点10点10点

【知識・理解】【知識・理解】【知識・理解】【知識・理解】

※「専門能力〈知識の獲得〉」を含

む。

70点70点70点70点

○成績評価基準（合計100点）○成績評価基準（合計100点）○成績評価基準（合計100点）○成績評価基準（合計100点）

到達目標の各観点と成績評

価方法の関係および配点

期末試験・中間確認等期末試験・中間確認等期末試験・中間確認等期末試験・中間確認等

（テスト）（テスト）（テスト）（テスト）

レポート・作品等レポート・作品等レポート・作品等レポート・作品等

（提出物）（提出物）（提出物）（提出物）

発表・その他発表・その他発表・その他発表・その他

（無形成果）（無形成果）（無形成果）（無形成果）


